
へ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う

奈
良
・平

城

京

跡
左
京

一
条
三
坊
十
三
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
二
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
松
浦
工
輪
美

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
―

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
市
立

一
条
高
校
敷
地
内
で
、
平
城
京
左
京

一
条
三
坊
十
三
坪
の
東

端
に
あ
た
り
、
五
三

一
席
を
調
査
し
た
。
こ
の
付
近
は
、
南
に
石
上
宅
嗣
の

習
芸
亭
」
推
定
地
を
ひ
か
え
、

奈
良
時
代
に
は
有
力
な
貴
族
階

層
に
よ
つ
て
占
地
さ
れ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。

一
条
高
校
敷
地
内
で
は
、
こ
れ

ま
で
五
回
の
調
査
が
行
な
わ
れ

て
お
り
、
十
三
坪
と
そ
の
北
側

の
十
四
坪
が

一
つ
の
宅
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
検
出
し
た
建
物
の
規
模
も
、
居
住
者
が
高
い
階
層
に
あ
っ
た

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
掘
立
柱
塀
六
条
、
井
戸

一
基
、
石

敷
な
ど
を
検
出
し
た
。
遺
構
の
多
く
は
九
世
紀
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
平
安

京
遷
都
後
も
、
こ
の
付
近
に
は
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

木
簡
は
、
発
掘
区
北
東
隅
で
検
出
し
た
大
型
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た
。
掘
形

は
現
代
の
建
物
基
礎
に
よ
つ
て
一
部
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
径
六
ｍ
以
上
に
復

原
で
き
る
。
井
戸
枠
は
内
法
が

一
辺
三

・
二
三
ｍ
の
井
籠
横
板
組
み
で
、
深
さ

は
約
四

・
六
ｍ
、　
三
ハ
段
分
が
残
存
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
上
か
ら
三
段
目
ま

で
は
、
断
面
が
扁
平
な
三
角
形
の
板
材
で
、
建
築
部
材
を
転
用
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、　
一
度
井
戸
の
改
修
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
井
戸
の

周
囲
に
は
、
約
七
ｍ
四
方
の
範
囲
で
石
敷
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も

井
戸
の
改
修
時
に
は
掘
形
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
は
す
で
に

石
敷
は
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
当
初
の
井
戸
に
伴

う
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

井
戸
枠
内
か
ら
は
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
土
器
か
ら
判
断
す
る
と

九
世
紀
の
中
頃
か
ら

一
〇
世
紀
に
か
け
て
、
徐
々
に
埋
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
井
戸
の
構
築
時
期
の
手
が
か
り
と
な
る
資
料
は
少
な
い
が
、
掘
形
や
石

敷
の
遺
物
か
ら
九
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
文
字
資
料
と
し
て
は
、
人

形

。
木
簡

。
墨
書
土
器
の
ほ
か
、
「嘉
祥
元
年
」
（人
四
人
）
の
墨
書
の
あ
る
石

が
出
土
し
た
。

(奈 良)



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

□□□Ξ□轟轟口誡べさ

回 由□
口
□
□

吾碍:口
Υ
狂て|;|`:|;'//目

1999年出上の木簡

〔奉
力
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔大
力
〕

人
田
真
稲
麻
呂
口
□
返
□
小
開
□
如
件
　
井
氏
吉
小
口
与
□
□
開
□

〔八
月
ヵ
〕

□
　
　
□
□

□
日
回
千
月
□
□
□

□
□
□
十
二
月
□
□
日
―十
日

々
生
金
々
生
水
々
生
木
々
剋

々
剋
金
々
剋
木
□
□

□ 目 廿廿
□

□        □

□
□ □
□  □
□□□

」
滓
∞
ｏ
×

（
μ
Ｐ
『
）
×
『
　
ｏ
∞
Ｐ

(5)   (4)   (3)ω
は
や
や
厚
め
の
板
の
表
裏
に
文
字
を
書
く
が
、
右
辺
と
下
部
の
大
部
分
を

欠
く
。
表
は
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
月
を
列
記
し
、
そ
の
後
に
五
行
相
生

説

・
五
行
相
剋
説
を
書
く
。
暦
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
裏
面
は
周
囲
に

沿

っ
て
、
「鬼
」
や
動
物
名
を
書
き
、
ま
た
角
か
ら
斜
め
に

「己
未
人
」
な
ど

と
書
く
が
、
意
味
は
不
明
。
井
戸
枠
の
上
か
ら

一
一
段
目
か
ら
出
土
。

②
は
、
長
さ

（四
四

じ

血
幅

（
三
〇

ｍｍ
と
い
う
長
大
な
削
居
で
あ
る
。
数

人
の
人
名
が
記
さ
れ
た
文
書
木
簡
で
、
「小
開
□
」
と

「大
開
□
」
が
対
に
な

る
と
み
ら
れ
る
が
、
性
格
は
不
明
。
上
か
ら

一
五
段
目
か
ら
出
土
。

③
ｌ
Ｏ
は
墨
書
の
あ
る
人
形
。
人
形
は
、
上
か
ら

一
一
段
目
の
埋
土
中
か
ら

〇
〇
μ

「伊
勢
竹
河
」

「伊
勢
宗
子
」

「秦
奈
良
子

又
名
栗
日
」

「伴
廣
冨
」

Ｐ
島

×
‘

読

×
ｒ

い

息

μ
　

表

Ｎｏ
６

Ｅ
Ｐ
×
‘
×
］
～

寓
Ｐ

表
的
３．

μ鼠
×
鶴
×
９
Ｒ
Ｐ

表
Ｎｏ
３３

誤
×
馘
×
Ｐ
寓
〕

表
酌
６２
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(裏 )

(1)赤外線画像 (2)
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尋

(5)

等

(4)

一
⑪

出
土
し
た
五

一
枚
以
上
と
、
同
層
出
土
の
緑
釉
壼
の
中
に
桃
核
や
釘
な
ど
と
と

も
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
四
三
枚
以
上
と
が
あ
り
、
確
認
で
き
る
物
は
す
べ
て
胴

部
に
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が

（表
参
昭
Ｕ
、
同

一
の
名
前
を
書
い
た
も
の
が
多

い
た
め
、
こ
の
欄
に
は
各
人

一
点
の
み
を
あ
げ
た
。

③
は
埋
土
中
か
ら
出
土
し
た
人
形
で
、
確
認
で
き
る
人
名
は
す
べ
て
伊
勢
竹

(3)

河
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
七
枚
前
後
ず
つ
一
く
く
り
に
縛
ら
れ
、　
一
括
し
て
捨
て

ら
れ
た
状
態
で
出
上
し
た
。
東
が
ほ
ど
け
て
い
な
い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
保
管
し
て
い
る
た
め
未
確
認
で
あ
る
が
、
同
じ
墨
書
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
形
態
は
基
本
的
に
圭
頭
状
で
、
首
と
腰
及
び
足
を
切
り
欠
き
で
表
現
し
て

お
り
、
顔
は
髭
を
生
や
し
た
成
人
男
子
を
表
し
て
い
る
。
形
と
大
き
さ
に
や
や (墨書石)



井
戸
内
出
土
の
墨
書
人
形

9 8 6 4 l

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河
釈

文

Ｐ
釦
伽
×
Ｐ
『
×
〕

Ｐ卜
ω
×
Ｐ
ｏ
×
や
・伽

∞
Φ
×

］
ｏ
×

牌
・
伽

Φ
⇔
×

μ
∞
×

］

Φ
Ｐ
×
や
μ
×
］

〕
牌
ｏ
×
Ｐ
『
・伽
×
μ
・伽

〕
〕
『
×
嗚
嗚
×
］

μ
∞
伽
×
］
］
×
中

ｏ
∞
×
］
ｏ
×
］

牌
伽
５
×
卜
⇔
×
μ

Ｐ卜
Φ
×
卜
∞
×
］

Ｐ
∞
Ｐ
×

Ｐ
ｏ
×

μ

ｗ
枷
釦
×
卜
伽
×
∞

滓∞
ド
×
牌
６
・い
×
μ

Ｐ
卜
∞
×

牌
Ｐ

伽
×

Ｐ
・
伽

Ｐ
ｏ
６
×
］
″
り
Ｘ
嗚

牌
卜
ω
×
］
『
×
〕
ｏ

〕
伽
枷
×
］
枷
×
μ
］

Ｐ
り
ｏ
×
］
卜
×
牌
ト

〕
⇔
ｏ
×
］
６
×
牌
伽

長
×
幅
×
厚

（
剛
）

Ｎｏ
・８
１
２０
ま
で
同

一
束

Ｎｏ
・２
‐
‐７
ま
で
同

一
東

Ｎ。
５
ｌ
Ｈ
ま
で
同

一
東

六
枚

（？
し

一
束

七
枚

（？
）

一
束

八
枚

（？
）

一
東

七
枚

一
東
完
存
備
考

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

（表
）
秦
奈
良
子

又
名
粟
日

（裏
）
『同
□
野
立
寺
）
□
□
』

秦
奈
良
子

又
名
栗
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

（表
）
秦
奈
良
子

又
名
粟
日

（裏
）
伊
勢
宗
子

伊
勢
宗
子

伊
勢
宗
子

伊
勢
宗
子

伊
勢
宗
子

伊
勢
宗
子

伊
勢
宗
子

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

伊
勢
竹
河

Ｐ
ｏ
Φ
×
〕
卜
×
Ｐ

Ｐ
Ｐ
φ
×

］
ｏ
×

〕
・
∽

Ｐ
Ｐ
〕
×
中
Φ
×
〕

Ｐ
ｏ
ヽ
×
］
∞
×
伽

い
⇔
伽
×
い
∞
×
］

仲
Ｐ
出
×
〕
Φ
×
］
・伽

μ
ｏ
Φ
×
〕
ｏ
×
］

Ｆｏ
『
×
卜
∞
×
μ
・伽

Ｐ
ｏ
『
×

〕
Φ
×

］

牌
〕
ｏ
×

Ｐ
Φ
×

牌

Ｐ
卜
り
×

牌
∞
×

〕
・
伽

Φ
伽
×

〕
∞
×

や

Ｐ
∞
り
×
〕
Φ
×
∞

Ｐ伽
ω
×
〕
∞
×
］

Ｐ∞
］
×
〕
ф
×
］

〕
∞
伽
×

伸
６
×

卜
・
伽

壺
内
壷
内
　
木
簡
転
用

壷
内
壷
内
壷
内

壷
内
壺
内
壷
内
壷
内
壺
内
壺
内

Ｎ。
２‐
‐
２２
ま
で
同

一
東
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（表
）
秦
奈
良
子

又
名
粟
日

（裏
）
『□
》
型
）
□
□
』

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

Ｐ
ド
∞
×
μ
伽
×
Ｐ

μ
〕
∞
×
Ｐ
∞
×
Ｐ

Ｐ
Ｐ
∞
×
μ
∞
×
］

（
『
伽
）
×

Ｐ
ｏ
×

μ

中
中
⇔
×
〕
『
×
〕

（
∞
Φ
）
×

〕
⇔
×

Ｎ

ａ

じ

×

Ｐ
騨
×

臣

い
い
ｏ
×
∞
ｏ
×
騨

Φ
Φ
×

Ｐ
∞
×
］

Ｐ
ｏ
『
×
］
ｏ
×
〕

μ
ｏ
卜
×
牌
〕
×
μ

中
Ｐ
］
×
］
μ
×
Ｐ

壺
内
　
木
簡
転
用

壷
内

壷
内
壷
内
壷
内
壷
内

壷
内
壺
内
　
檜
皮

壼
内

壼
内

壺
内
壷
内

口

回

口

回

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

伴
廣
冨

伴
廣
冨

伴
廣
冨

伴
廣
冨

伴
廣
冨

伴
廣
冨

裏 表

伴
廣
冨

口

回

伴
廣
冨

伴
廣
冨

伴
廣
冨

伴
廣
冨

伴
廣
冨

伴
廣
冨

秦
奈
良
子

又
名
粟
日

８

じ

ｘ

含

ｅ

×
Ｐ

伽

μ
ｏ
∞
×
嗚
∞
×
ｏ
・枷

Ｐ］
∞
×
］
ド
×
口

Φ
∞
×
］
Ｐ
×

〕

∞
６
×
］
り
×
］

岸
ｏ
〕
×
］
頓
×
］

Ｐ
ｏ
卜
×

］
枷
×

嗚

出
ｏ
］
×
Ｎ
伽
×
〕
・伽

Φ
〕
×

］
］
）〈
〕

〕
Ｐ
ω
×
出
枷
×
〕

牌
〕
⇔
×
Ｐ
∞
×
］

牌
牌
］
×
μ
『
×
］

μ
〕
ｏ
×
μ
∞
×
牌

Ｐ
出
］
×

Ｐ
Ｎ
×

］

Ｐ
ｏ
Φ
×
牌
∞
×
ｐ

Φ
∞
×
Ｐ
∞
×
］

（
『
∞
）
×
Ｐ
⇔
×
］

壷
内

檜
皮

壺
内

檜
皮

壼
内

檜
皮

壷
内
壺
内
壷
内
壷
内
壷
内
壷
内
壷
内
　
木
簡
転
用

壺
内
壺
内
壷
内
壷
内
豆
内
壷
内
壼
内



バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
重
内
の
も
の
よ
り
長
い
。

④
１
０
は
壺
内
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
人
形
で
、
三
人
の
名
前
が
書
か
れ
て
い

る
。
い
の
伊
勢
宗
子
が
六
枚
以
上
、
働
の
秦
奈
良
子
が

一
七
枚
以
上
、
⑥
の
伴

廣
冨
が

一
三
枚
以
上
あ
り
、
秦
奈
良
子
と
伊
勢
宗
子
が
表
裏
に
書
か
れ
て
い
る

も
の
が

一
点
あ
る
。
０
の
タ
イ
プ
に
比
べ
て
短
く
、
頭
部
は
角
を
切
り
取

っ
て

お
り
、
顔
の
表
現
は
女
性
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
人
形
は
、
同

一
名
の
人
形
ご
と
に
筆
跡
が
同
じ
と
判
断
さ
れ
、
材

に
は
木
簡
を
再
利
用
し
た
も
の
や
、
檜
皮
を
用
い
た
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。

今
回
出
土
し
た
人
形
は
縛
ら
れ
た
り
、
木
釘
が
打
た
れ
た
り
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
東
ね
る
た
め
の
行
為
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
形
は
、
祓

も
し
く
は
病
気
平
癒
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
後

一
括
し
て
こ
の
井
戸
に
廃
棄
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
祭
祀
の
主
た
る
戸
主
と
家
人
と
で
廃
棄
の
さ
れ
方

が
区
別
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
墨
書
の
あ
る
石
は
、
珪
岩
の
亜
角
礫
の
表
面
や
節
理
面
に
、
「嘉
祥
」

「□
／
元
年
」
「□
□
」、
及
び
一臥
配
□
□
／
□〔跡
配
」
「□
」
（上
面）
と
書

い
た
も
の
で
あ
る
。
上
か
ら

一
三
段
日
か
ら
出
土
。

釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料

調
査
室
の
ご
教
示
を
得
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
浦
五
輪
美

。
原
田
香
織
）

２２




